
報
告
と
お
礼

 

梅
雨
空
に
紫
陽
花
が
映
え
る
頃
、
皆
様
ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
に
ご
心
配
を
お
掛
け
し
て
居
り
ま
し
た
大
峯
山
上
の
妙
覚
門
が
写
真
の
様
に
再
建
す
る
こ
と

が
で
き
、
七
月
一
日
に
は
通
り
染
め
も
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
役
行
者
神
変

大
菩
薩
様
お
大
師
様
と
皆
様
方
の
お
陰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

裏
ペ
ー
ジ
の
祈
願
文
の
様
に
皆
様
方
の
平
穏
と
世
界
の
平
和
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

合
掌 

 

 
 

定宿 角甚で展示されている 
倒壊した門の一部 

霧の中にたたずむ門 
山上本堂に続く妙覚の道 



妙
覚
門
再
建
祈
願
文 

夫
れ
大
峯
山
上
は
役
行
者
神
変
大
菩
薩
が
祈
り
出
し
た
蔵
王
権
現
の
聖
地
、
大
峰
奥
駈
け
熊
野

へ
の
起
点
な
り
。
ま
た
、
山
伏
修
験
者
が
真
如
法
性
の
山
に
入
り
無
明
煩
悩
の
敵
を
降
伏
す
る
根
本

道
場
な
り
。 

か
る
が
故
に
龍
山
講
建
立
の
妙
覚
門
は
北
に
向
か
っ
て
遠
く
吉
野
を
望
み
、
連
峰
南
に
連
な
っ

て
高
く
蒼
空
に
そ
び
え
る
。
あ
た
か
も
龍
の
雲
に
の
っ
て
昇
天
す
る
が
ご
と
く
、
虎
の
地
に
う
ず
く

ま
っ
て
さ
け
ぶ
が
ご
と
し
。 

惟
み
る
に
龍
山
講
は
三
百
年
前
の
享
保
年
間
に
開
祖
翁
誉
大
仙
師
が
金
の
龍
に
導
か
れ
奇
跡
を

得
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
毎
月
七
日
と
二
十
一
日
に
は
講
中
の
安
全
祈
願
の
護
摩
供
を
修
行
し
、

毎
年
大
峯
登
山
を
行
い
同
行
の
者
を
先
達
し
明
治
初
期
に
は
山
上
に
妙
覚
門
を
建
立
す
。
以
来
、
明

治
・
昭
和
・
平
成
と
代
々
に
妙
覚
門
を
護
持
せ
し
が
、
去
る
平
成
二
十
六
年
秋
の
台
風
に
よ
り
倒
木

と
共
に
倒
壊
す
。
真
如
法
性
に
爪
痕
を
残
す
近
年
の
自
然
の
猛
威
は
正
に
修
行
者
の
無
明
煩
悩
が

盛
ん
な
る
証
。
精
進
す
べ
し
。 

こ
こ
に
龍
山
講
は
十
方
信
徒
に
浄
財
を
募
り
、
棟
梁
は
吉
野
の
霊
木
に
鑿
を
振
る
い
、
洞
川
の

面
々
は
協
力
を
惜
し
ま
ず
。
今
、
通
り
染
め
を
迎
え
先
達
や
寄
進
者 

協
力
者
を
顕
彰
す
。 

精
魂
は
凝
っ
て
一
山
の
聖
様
を
示
し
て
余
り
あ
り
、
山
の
相
に
荘
厳
を
増
し
霊
徳
ま
た
威
光
を

添
え
る
。
願
わ
く
は
こ
の
浄
ら
か
な
行
い
の
功
徳
を
以
て
権
門
益
々
世
に
興
隆
し
寄
進
者 

協
力

者
と
世
間
の
難
を
救
っ
て
世
界
の
平
和
の
招
来
に
資
益
せ
ん
こ
と
を 

乃
至
法
界 

平
等
利
益 

平
成
二
十
九
年
七
月
一
日 

 

護
持
法
主
敬
白 


